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平成平成平成平成27272727 年度年度年度年度上上上上期札幌期札幌期札幌期札幌市企業経営動向調査結果市企業経営動向調査結果市企業経営動向調査結果市企業経営動向調査結果    

概要速報概要速報概要速報概要速報                   
              

札幌市経済局産業振興部経済企画課 電話 211-2352 FAX 218-5130 

  

１ 調査実施要領 
(１) 調査時期 

平成27年8月(調査票回収期間：27年7月28日～8月26日) 

※本調査は、昭和62年以来、毎年度２回(上期・下期)実施 

(２) 調査対象 

札幌市内に事業所を有する企業(含む個人事業者)及び団体 2,000社【有効回答967社】 

(３) 調査内容 

    ①市内及び業界の景気状況（平成27年上期の状況及び平成27年下期見込み） 

    ②企業の経営状況（平成27年上期の状況及び平成27年下期見込み） 

    ③人手不足への対応、多様な人材活用について 

④ビジネスに有用な図書・情報の提供について 

 

(４) 調査方法 

調査票の郵送によるアンケート調査 

 

（※参考）回答企業（967社）の概要 

①本店または本社の所在地 

市内   889社（91.9％） 

市外    78社（ 8.1％） 

  ②企業規模 ※中小企業基本法の分類に基づく。 

   大企業   68社（ 7.0％ ） 

    中小企業 899社（93.0％） 

③業種構成  ※構成比は、四捨五入の関係で100％に合致しない場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

業種 市内（社） 市外（社） 合計（社） 構成比（％）

建設業 151    9    160    16.5   

製造業 62    15    77    8.0   

卸売業 105    15    120    12.4   

小売業 103    5    108    11.2   

金融・保険・不動産業 93    3    96    9.9   

飲食・宿泊サービス業 53    8    61    6.3   

運輸業 40    2    42    4.3   

情報通信業 40    4    44    4.6   

その他サービス業 242    17    259    26.8   

計 889    78    967    100.0   
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２ 調査結果の概要 

～札幌市内の景況感は今期上昇～ 

市内景況判断B.S.I.は、26年度上期から２期連続で下降したが、今回は上昇に転じた。 

その他、業界の景気、企業の経営状況、売上高、経常利益とも上昇している。過去１年間に設備投資を

実施した企業の割合も若干増加し、従業員数も上昇している。 

経営上の問題点としては、「諸経費の増加」「売上不振」「人手不足」が上位となっている。一方で、「収

益率の低下」は９期連続で減少している。 

 

 

(１)  市内の景気（前期比)  －市内の景気は今期上昇－ ＜図１、２＞ 

27年度上期の市内の景気について、26年度下期に比べ「上昇」とみる企業の割合（16.9％）から「下

降」とみる企業の割合（28.5％）を減じた市内景況判断B.S.I.は▲11.6 と、前期（▲25.2）から13.6

ポイント上昇した。前回まで２期連続して下降していたが、今回上昇に転じた。 

なお、27年度下期の景気についてはB.S.I.は▲8.9とさらに上昇の見通しとなっている。 

 

 

 

 

 

 

図１ 市内の景気   
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B.S.I.B.S.I.B.S.I.B.S.I.（（（（景気動向指数景気動向指数景気動向指数景気動向指数    Business Survey IndexBusiness Survey IndexBusiness Survey IndexBusiness Survey Index））））    

＝「上昇（増加）と回答した企業の割合」－「下降（減少）と回答した企業の割合」＝「上昇（増加）と回答した企業の割合」－「下降（減少）と回答した企業の割合」＝「上昇（増加）と回答した企業の割合」－「下降（減少）と回答した企業の割合」＝「上昇（増加）と回答した企業の割合」－「下降（減少）と回答した企業の割合」    

景気、企業の業績等について、＋の場合は上昇過程にあると判断され、－の場合は下降過程に 

あると判断される（－を▲と表示）。 

市内景況判断 B.S.I. ▲35.7 ▲43.7 ▲29.7 ▲23.1 ▲15.9 ▲0.4 3.2 ▲15.0 ▲25.2 ▲11.6 ▲8.9
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図２ 市内景況判断B.S.I.の動き 

 

 

(２)  業界の景気（前期比）－業界の景気も今期上昇－ ＜図３＞ 

 

27年度上期の自社が属する業界の景気について、27年度下期に比べて｢上昇｣とみる企業の割合

（15.1％）から｢下降｣とみる企業の割合（35.1％）を減じた業界景況判断B.S.I.は▲20.0 で、前期（▲

28.6）から上昇している。 

なお、27年度下期の業界景況判断B.S.I.（見通し）は▲15.3と今期よりさらに上昇の見通しとなっ

ている。 

 

図３ 業界の景気  
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(３)  企業の経営状況（前年同期比）－企業の経営状況も上昇－＜図４＞  

27年度上期の自社の経営状況について、前年度同期に比べて「好転」と回答した企業の割合（29.9％）

から「悪化」と回答した企業の割合（30.8％）を減じた企業経営状況判断 B.S.I.は▲0.9 と 前期（▲

10.2）より9.3ポイント上昇した。 

なお27年度下期の企業経営状況判断B.S.I.（見通し）は▲2.2で、やや低下の見通しとなっている。 

 

図４ 経営状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)  企業の業績（売上高・経常利益）(前年同期比)－売上高、経常利益とも上昇－＜図５、６＞ 

27年度上期の自社の売上高について、前年度同期と比べ「増加」と回答した企業の割合（28.6％）か

ら「減少」と回答した企業の割合（36.8％）を減じた売上高状況判断 B.S.I.は▲8.2 と前期（▲14.5）

から6.3ポイント上昇している。 

同様に、27年度上期の経常利益状況判断B.S.I.についても▲12.5 と、前期（▲22.5）から10.0 ポ

イント上昇している。 

なお、27年度下期（見通し）については、売上高状況判断B.S.I.が▲10.7、経常利益状況判断B.S.I.

が▲15.9と、いずれも低下の見通しとなっている。 

 

図５ 売上高  
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図６ 経常利益  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)  設備投資 －投資意欲は若干上昇－ ＜図７、８＞ 

「過去１年間」（26年10月～27年9月）に設備投資を実施した企業の割合は41.7％で、前期（40.3％）

から若干上昇している。 

なお、「今後１年間」(27 年 10 月～28 年 9 月）に設備投資を実施する予定と回答した企業の割合は

31.7％と今期より低下の見通しとなっている。 

 

実施した理由は、第1 位｢設備の更新・改修｣72.0％が前期より5.0ポイント増加し、逆に第２位「売

上（生産）能力拡大」11.4％は前期より3.1ポイント減少している。28年度（見通し）は｢設備の更新・

改修｣は減少、「売上（生産）能力拡大」は増加の見通しとなっている。 

 

図７ 設備投資の実施割合 
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図８ 設備投資の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６)  従業員数（前年同月比） －従業員数はやや上昇－ ＜図９＞ 

27年9月末の従業員数について、26年9月末より「増加」と回答した企業の割合（17.1％）から「減

少」と回答した企業の割合（10.7％）を減じた従業員数状況判断B.S.I.は 6.4と前期（5.0）からやや

上昇している。なお、28 年 3 月末の従業員数状況判断B.S.I.（見通し）は8.1 と今期よりさらに上昇

の見通しとなっている。 

図９ 従業員数  
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(注)   26年04月～27年03月：27年02月調査

26年10月～27年09月：今回調査

27年10月～28年09月：今回調査での今後１年間の予定
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(７)  経営上の問題点 －「諸経費の増加」「売上不振」「人手不足」が上位－ ＜図１０＞ 

経営上の問題点としては、「諸経費の増加」が第１位、「売上不振」が第２位、「人手不足」が第３位、

となっている。また前回第１位だった「収益率の低下」は第４位となり、９期連続して減少している。 

 

図１０ 経営上の問題点（１社３つ以内） 
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(８) 経営改善を図るための取組内容 －「新たな製品・商品・サービス等の開発や新しい分野・業態・販

路への進出」が１位－ ＜図１１＞ 

経営改善を図るための取組内容については、第１位「新たな製品・商品・サービス等の開発や新しい

分野・業態・販路への進出」57.0％が最も高く、次いで第２位「同業種・異業種の企業との連携」41.3％、

第３位「教育・研究機関との連携」15.9％、第４位「IT技術やデザイン・映像等のコンテンツを活用し

た高付加価値化」14.3％の順となっている。前回と比べると、「同業種・異業種の企業との連携」がや

や増加し、逆に「教育・研究機関との連携」がやや減少している。 

 

 

 

図１１ 経営改善を図るための取組内容（当てはまるものすべて） 
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グローバル化への対応（海外販路開拓、海

外企業との連携、外国人の人材活用、外国

人観光客への対応強化など）

その他

特に取り組むつもりはない

無回答

26年下期

27年上期

(単位:％)

(注) 26年度下期：27年02月調査

27年度上期：今回調査



 

＜特定質問項目＞

(９) 

１）  今後１年間の社員採用

今後１年間（

されている
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 採用予定の人材種類

採用予定の人材

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 東京圏での採用活動

新卒者の東京圏での採用活動を「行っている」

数を占め

 

    

    

    

    

    

    

    

＜特定質問項目＞  

 人手不足への対応、多様な人材活用

人手不足への対応人手不足への対応人手不足への対応人手不足への対応

今後１年間の社員採用

今後１年間（27

されている。 

図１２ 今後１年間の社員採用有無

採用予定が採用予定が採用予定が採用予定が

採用予定の人材種類

採用予定の人材は、

 

図１３ 採用予定の人材種類

採用予定の採用予定の採用予定の採用予定の

東京圏での採用活動

新卒者の東京圏での採用活動を「行っている」

を占める。 

図１４ 東京圏での採用活動

    

    

    

    

    

    

    

人手不足への対応、多様な人材活用

人手不足への対応人手不足への対応人手不足への対応人手不足への対応についてについてについてについて

今後１年間の社員採用＜図１２

27年10月～28

今後１年間の社員採用有無

採用予定が採用予定が採用予定が採用予定があると答えた企業（あると答えた企業（あると答えた企業（あると答えた企業（

採用予定の人材種類＜図１３＞

は、「中途採用者」

採用予定の人材種類

採用予定の採用予定の採用予定の採用予定の人材人材人材人材「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（

東京圏での採用活動＜図１４

新卒者の東京圏での採用活動を「行っている」

東京圏での採用活動

人手不足への対応、多様な人材活用

についてについてについてについて全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答

＜図１２＞ 

28年9月）に社員採用の予定が「ある」

今後１年間の社員採用有無

あると答えた企業（あると答えた企業（あると答えた企業（あると答えた企業（

図１３＞ 

「中途採用者」55.4％が

採用予定の人材種類 

「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（

４＞ 

新卒者の東京圏での採用活動を「行っている」

東京圏での採用活動 

9

人手不足への対応、多様な人材活用について 

全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答

月）に社員採用の予定が「ある」

今後１年間の社員採用有無 

あると答えた企業（あると答えた企業（あると答えた企業（あると答えた企業（469469469469社）社）社）社）に質問に質問に質問に質問

％が「新卒者

「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（

新卒者の東京圏での採用活動を「行っている」は25.8

 

全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答967967967967

月）に社員採用の予定が「ある」

に質問に質問に質問に質問    

新卒者」44.6％を上回っている

「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（「新卒者」と答えた企業（209209209209社）社）社）社）に質問に質問に質問に質問

25.8％で、「行って

967967967967社）社）社）社）    

月）に社員採用の予定が「ある」48.5％と

を上回っている

に質問に質問に質問に質問    

行っていない」

と、「ない」50.5

を上回っている。 

」74.2％が４分の

50.5％に２分

４分の３と多

２分

３と多



 

企業規模

東京圏

採用活動

４） 東京圏での採用活動を行っていない理由

東京圏での採用活動を行っていない理由は、

が第１位

の大学とのパイプがなく、自社の情報を学生に提供することができないから

動のための旅費や宿泊費、広報費など費用が高額となるから

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

５） 今後の東京圏での新卒採用活動の行う可能性

札幌市が今後、東京圏の大学とのパイプ作りや学生に対する広報に関して支援などを行った場合、東

京圏で新卒採用活動を行う可能性

は34.8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道内での

企業規模が小さく

東京圏の大学とのパイプがなく

生に提供

採用活動のための

東京圏での採用活動を東京圏での採用活動を東京圏での採用活動を東京圏での採用活動を

東京圏での採用活動を行っていない理由

東京圏での採用活動を行っていない理由は、

が第１位、次いで第２位

の大学とのパイプがなく、自社の情報を学生に提供することができないから

動のための旅費や宿泊費、広報費など費用が高額となるから

図１５ 東京圏での採用活動を行っていない理由

今後の東京圏での新卒採用活動の行う可能性

札幌市が今後、東京圏の大学とのパイプ作りや学生に対する広報に関して支援などを行った場合、東

京圏で新卒採用活動を行う可能性

34.8％で、「わからない」

図１６ 今後の東京圏での採用可能性

 

での採用で定員

さく、学生にアピールできないから

とのパイプがなく

提供することができないから

のための旅費や宿泊費

が高額となるから

東京圏での採用活動を東京圏での採用活動を東京圏での採用活動を東京圏での採用活動を

東京圏での採用活動を行っていない理由

東京圏での採用活動を行っていない理由は、

第２位「企業規模が小さく、学生にアピールできないから

の大学とのパイプがなく、自社の情報を学生に提供することができないから

動のための旅費や宿泊費、広報費など費用が高額となるから

東京圏での採用活動を行っていない理由

今後の東京圏での新卒採用活動の行う可能性

札幌市が今後、東京圏の大学とのパイプ作りや学生に対する広報に関して支援などを行った場合、東

京圏で新卒採用活動を行う可能性

、「わからない」が

今後の東京圏での採用可能性

定員が充足しているから

にアピールできないから

とのパイプがなく、自社の情報

することができないから

宿泊費、広報費など

となるから

東京圏での採用活動を東京圏での採用活動を東京圏での採用活動を東京圏での採用活動を「「「「行っていない行っていない行っていない行っていない

東京圏での採用活動を行っていない理由

東京圏での採用活動を行っていない理由は、

企業規模が小さく、学生にアピールできないから

の大学とのパイプがなく、自社の情報を学生に提供することができないから

動のための旅費や宿泊費、広報費など費用が高額となるから

東京圏での採用活動を行っていない理由

今後の東京圏での新卒採用活動の行う可能性

札幌市が今後、東京圏の大学とのパイプ作りや学生に対する広報に関して支援などを行った場合、東

京圏で新卒採用活動を行う可能性が高まる（

が41.3％と多数を占める

今後の東京圏での採用可能性

10 

0.6

0

しているから

にアピールできないから

情報を学

など費用

その他

無回答

行っていない行っていない行っていない行っていない」と答えた企業（」と答えた企業（」と答えた企業（」と答えた企業（

東京圏での採用活動を行っていない理由＜図１５＞

東京圏での採用活動を行っていない理由は、「北海道内での採用で定員が充足しているから

企業規模が小さく、学生にアピールできないから

の大学とのパイプがなく、自社の情報を学生に提供することができないから

動のための旅費や宿泊費、広報費など費用が高額となるから

東京圏での採用活動を行っていない理由

今後の東京圏での新卒採用活動の行う可能性＜図１

札幌市が今後、東京圏の大学とのパイプ作りや学生に対する広報に関して支援などを行った場合、東

る（「はい」）は

多数を占める。

 

今後の東京圏での採用可能性 

5.2

0.6

20

」と答えた企業（」と答えた企業（」と答えた企業（」と答えた企業（

＞ 

北海道内での採用で定員が充足しているから

企業規模が小さく、学生にアピールできないから

の大学とのパイプがなく、自社の情報を学生に提供することができないから

動のための旅費や宿泊費、広報費など費用が高額となるから」32.3

東京圏での採用活動を行っていない理由（当てはまるものすべて）

１６＞ 

札幌市が今後、東京圏の大学とのパイプ作りや学生に対する広報に関して支援などを行った場合、東

は23.9％と２割強である。

。 

47.1

33.5

32.3

40

全体

」と答えた企業（」と答えた企業（」と答えた企業（」と答えた企業（155155155155社）社）社）社）

北海道内での採用で定員が充足しているから

企業規模が小さく、学生にアピールできないから」47.1

の大学とのパイプがなく、自社の情報を学生に提供することができないから」33.5

32.3％となってい

（当てはまるものすべて）

札幌市が今後、東京圏の大学とのパイプ作りや学生に対する広報に関して支援などを行った場合、東

と２割強である。

61.3

47.1

60

（単位：％）

全体（N=155)

社）社）社）社）に質問に質問に質問に質問    

北海道内での採用で定員が充足しているから

47.1％、第３位

33.5％、第４位「

％となっている。 

（当てはまるものすべて） 

札幌市が今後、東京圏の大学とのパイプ作りや学生に対する広報に関して支援などを行った場合、東

と２割強である。これに対して「いいえ」

80

：％）

北海道内での採用で定員が充足しているから」61.3％

第３位「東京圏

、第４位「採用活

札幌市が今後、東京圏の大学とのパイプ作りや学生に対する広報に関して支援などを行った場合、東

これに対して「いいえ」

％

東京圏

採用活

札幌市が今後、東京圏の大学とのパイプ作りや学生に対する広報に関して支援などを行った場合、東

これに対して「いいえ」



 

多様な人材の活用について多様な人材の活用について多様な人材の活用について多様な人材の活用について

 

６） 就業経験のある子育て中の女性

就業経験のある子育て中の女性

からない」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７） 就業経験のある

就業経験のある

味がない」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様な人材の活用について多様な人材の活用について多様な人材の活用について多様な人材の活用について

就業経験のある子育て中の女性

就業経験のある子育て中の女性

からない」32.5％と、意見

図１７ 就業経験のある子育て中の女性

就業経験のある6

就業経験のある

味がない」43.5％が

図１８ 

多様な人材の活用について多様な人材の活用について多様な人材の活用について多様な人材の活用について

就業経験のある子育て中の女性

就業経験のある子育て中の女性

と、意見が３

就業経験のある子育て中の女性

65歳以上の人材の

就業経験のある 65歳以上の人材の

が４割強と高い

 就業経験のある

多様な人材の活用について多様な人材の活用について多様な人材の活用について多様な人材の活用についてのののの質問質問質問質問（（（（

就業経験のある子育て中の女性の活用＜図

就業経験のある子育て中の女性の活用について

３つに分かれている

就業経験のある子育て中の女性

歳以上の人材の活用＜図

歳以上の人材の活用については、「興味がある」

高い。一方で「わからない」

就業経験のある65歳以上の人材

11 

（（（（967967967967社）社）社）社） 

＜図１７＞ 

活用については、「

つに分かれている。 

就業経験のある子育て中の女性の活用

＜図１８＞ 

活用については、「興味がある」

一方で「わからない」

歳以上の人材の活用

 

は、「興味がある」

活用 

活用については、「興味がある」

「わからない」31.3％が

の活用 

」35.3％、「興味がない」

活用については、「興味がある」25.1％は

が３割強を占める

、「興味がない」

は全体の４分の１で、「興

を占める。 

、「興味がない」32.3％、「わ

全体の４分の１で、「興

％、「わ

全体の４分の１で、「興
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45.8

29.2

28.5

21.5

20.8

9.6

0 10 20 30 40 50

短時間勤務や子育て休暇への配慮が必要な点

未就業期間が長いと即戦力として仕事をこなせるかわか

らない点

子育て中の女性を活用した事例がなくどのように勤務さ

せたらよいかわからない点

職場の環境になじめるかどうかわからない点

その他

無回答

（単位：％）

全体（N=312)

69.5

58.1

40.2

22.6

7.0

0.6

0 20 40 60 80

経験のある人材を採用した場合、育成コストの低減

が期待できるから

人手不足対策には、女性の労働力が欠かせないから

子育て経験がある女性ならではの視点や考え方を活

かした仕事が期待できるから

子育て中の女性が働ける会社として認知されること

で、今後の企業イメージの向上につながるから

その他

無回答

（単位：％）

全体（N=341)

子育て中の女性の活用について「興味がある」と子育て中の女性の活用について「興味がある」と子育て中の女性の活用について「興味がある」と子育て中の女性の活用について「興味がある」と答えた答えた答えた答えた企業（企業（企業（企業（341341341341社）社）社）社）にににに質問質問質問質問    

 

８） 子育て中の女性の活用について期待できる点＜図１９＞ 

子育て中の女性の活用について期待できる点は「経験のある人材を採用した場合、育成コストの低減

が期待できるから」69.5％が最も高く、次いで「人手不足対策には、女性の労働力が欠かせないから」

58.1％、「子育て経験がある女性ならではの視点や考え方を活かした仕事が期待できるから」40.2％と

なっている。 

 

図１９ 子育て中の女性活用について期待できる点（当てはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て中の女性の活用について「興味がない」と子育て中の女性の活用について「興味がない」と子育て中の女性の活用について「興味がない」と子育て中の女性の活用について「興味がない」と答えた答えた答えた答えた企業（企業（企業（企業（312312312312社）社）社）社）にににに質問質問質問質問    

 

９）子育て中の女性の活用について期待できない点＜図２０＞ 

子育て中の女性の活用について期待できない点は「短時間勤務や子育て休暇への配慮が必要な点」

45.8％が最も高い。次いで、「未就業期間が長いと即戦力として仕事をこなせるかわからない点」29.2％、

「子育て中の女性を活用した事例がなくどのように勤務させたらよいかわからない点」28.5％となって

いる。 

 

図２０ 子育て中の女性活用について期待できない点（当てはまるものすべて） 
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74.5

65.0

60.9

40.7

2.1

1.6

0 20 40 60 80

豊富な経験や熟練の技能を業務に活用でき

るため

経験のある人材を採用した場合、育成コス

トの低減が期待できるから

人手不足への対策として、活用したいから

若い従業員への技能の伝達や模範となるこ

とが期待できるから

その他

無回答

（単位：％）

全体（N=243)

58.2

40.6

33.3

27.8

14.3

7.8

0 20 40 60 80

体力面での不安

長い年数働けるかわからない点

職場の環境になじめるかどうかわからない点

未就業期間が長いと即戦力として仕事をこな

せるかわからない点

その他

無回答

（単位：％）

全体（N=421)

66665555歳以上の人材の歳以上の人材の歳以上の人材の歳以上の人材の活用について「興味がある」と活用について「興味がある」と活用について「興味がある」と活用について「興味がある」と答えた答えた答えた答えた企業（企業（企業（企業（243243243243社）社）社）社）にににに質問質問質問質問    

 

１０）65歳以上の人材の活用について期待できる点＜図２１＞ 

65歳以上の人材の活用について期待できる点は「豊富な経験や熟練の技能を業務に活用できるため」

74.5％が最も高く、次いで「経験のある人材を採用した場合、育成コストの低減が期待できるから」

65.0％、「人手不足への対策として、活用したいから」60.9％、「若い従業員への技能の伝達や模範とな

ることが期待できるから」40.7％となっている。 

 

図２１ 65歳以上の人材の活用について期待できる点（当てはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66665555歳以上の人材の歳以上の人材の歳以上の人材の歳以上の人材の活用について「興味がない活用について「興味がない活用について「興味がない活用について「興味がない」」」」とととと答えた答えた答えた答えた企業（企業（企業（企業（421421421421社）社）社）社）にににに質問質問質問質問 

 

１１） 65歳以上の人材の活用について期待できない点＜図２２＞ 

65歳以上の人材の活用について期待できない点は「体力面での不安」58.2％が最も高く、次いで「長

い年数働けるかわからない点」40.6％、「職場の環境になじめるかどうかわからない点」33.3％、「未就

業期間が長いと即戦力として仕事をこなせるかわからない点」27.8％となっている。 

 

図２２ 65歳以上の人材の活用について期待できない点（当てはまるものすべて） 
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31.6

24.3

23.7

23.5

17.7

17.0

3.4

2.5

28.0

0 10 20 30 40

飲み物や軽食の自動販売機

予約の上、利用できる貸しデスク

リラクゼーションコーナー（アロマやマッ

サージチェアなど）

自由に利用できるプロジェクターやモニ

ター（予約制）

自然環境音など、集中力が高まるようなサ

ウンド効果

パソコンや外付けディスプレイ、六法全書

なども保管できる月極ロッカー

冷蔵ロッカー

その他

無回答

（単位：％）

全体（N=967)

＜特定質問項目＞  

(１０) ビジネスに有用な図書・情報の提供について 

新たな施設の設備・サービス新たな施設の設備・サービス新たな施設の設備・サービス新たな施設の設備・サービスについてについてについてについて全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答967967967967社）社）社）社）    

 

１） 利用したいと思う設備＜図２３＞ 

新たな施設で利用したいと思う設備は「飲み物や軽食の自動販売機」31.6％が第１位、次いで第２位

「予約の上、利用できる貸しデスク」24.3％、第３位「リラクゼーションコーナー（アロマやマッサー

ジチェアなど）」23.7％、第４位「自由に利用できるプロジェクターやモニター（予約制）」23.5％で、

以上が２割を超える上位項目である。 

 

図２３ 利用したいと思う設備（当てはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 提供してほしいと思うサービス＜図２４＞ 

提供してほしいと思うサービスは、第１位「館内での飲食が可能」36.6％、第２位「金融や法律など

の専門家への相談窓口の設置」35.5％、第３位「朝早くから夜遅くまでの開館」30.3％で、以上が３割

を超える上位項目である。 

 

図２４ 提供してほしいと思うサービス（当てはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.6

35.5

30.3

17.6

3.9

2.9

2.2

27.6 

0 10 20 30 40

館内での飲食が可能

金融や法律などの専門家への相談窓口の設置

朝早くから夜遅くまでの開館（具体的に：朝 時

から夜 時まで）

新刊本や行事などを案内するメルマガやＳＮＳ

施設運営への参加ができる（図書の修理や配架のボ

ランティア活動など）

施設のオリジナルグッズなどを売る物販コーナー

その他

無回答

（単位：％）

全体（N=967)
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スキルアップのための

 

 

  開館時間

具体的

となってい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて

 

３） 配架して欲しい資料

配架してほしい資料については

次いで「

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査会社の報告書（市場予測

スキルアップのための視聴覚資料（

テクニカルレポート

海外ビジネス情報（海外事情、進出企業等）

朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について

開館時間と閉館時間

具体的な会館時間を

となっている。閉館時間は

 

図２５ 開館時間と閉館時間

新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて

配架して欲しい資料

配架してほしい資料については

次いで「資格取得用参考書

 

図２６ 配架して欲しい資料（当てはまるものすべて）

報告書（市場予測・

資格取得用参考書

北海道・札幌

視聴覚資料（DVD・

会議

テクニカルレポート（研究

情報（海外事情、進出企業等）

仕事をテーマにした

朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について

閉館時間 ＜図２

な会館時間を質問したところ、

閉館時間は「夜１０時

開館時間と閉館時間

新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて

配架して欲しい資料＜図２６

配架してほしい資料については

資格取得用参考書」25.2

配架して欲しい資料（当てはまるものすべて）

・実態・戦略等）

資格取得用参考書

札幌に関する図書

・オンライン等）

企業名簿

会議・講演会資料

（研究・技術報告書）

情報（海外事情、進出企業等）

をテーマにした漫画

外国語の図書

その他

無回答

朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について

２５＞ 

質問したところ、開館時間は

夜１０時」38.4

開館時間と閉館時間 

新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて

６＞ 

配架してほしい資料については「調査会社の報告書（市場予測・実態・戦略等）

25.2％、「北海道・札幌に関する図書

配架して欲しい資料（当てはまるものすべて）

15 

3.5 

1.8

1.1

0

戦略等）

資格取得用参考書

図書

等）

企業名簿

講演会資料

技術報告書）

情報（海外事情、進出企業等）

漫画

図書

他

無回答

朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について

開館時間は「朝８時」

38.4％が４割弱を占め最も高い。

新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて新たな施設の設備・サービスについて全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答

調査会社の報告書（市場予測・実態・戦略等）

北海道・札幌に関する図書

配架して欲しい資料（当てはまるものすべて）

19

17.

14.3

13.1

12.3 

10 20

朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について朝早くから夜遅くまでの開館時間について答えた答えた答えた答えた企業（企業（企業（企業（

「朝８時」35.1％が最も高く、

４割弱を占め最も高い。

全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答

調査会社の報告書（市場予測・実態・戦略等）

北海道・札幌に関する図書」

配架して欲しい資料（当てはまるものすべて） 

25.2

21.9

19.3

.0 

25.4 

20 30

企業（企業（企業（企業（151151151151社）社）社）社）

％が最も高く、

４割弱を占め最も高い。 

全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答全社に質問（有効回答967967967967社）社）社）社）

調査会社の報告書（市場予測・実態・戦略等）

」21.9％の順となってい

 

41

40

（単位：％）

全体（N=967)

社）社）社）社）にににに質問質問質問質問    

％が最も高く、次いで「朝７時」

社）社）社）社）    

調査会社の報告書（市場予測・実態・戦略等）」41.8％が最も

％の順となってい

41.8

50

（単位：％）

)

「朝７時」28.5％

が最も高く、

％の順となっている。 

％

く、


